






























【正解と解説】

●問題Ⅲ-1
正解は④
北緯35度地点では、夏期（春分から秋分の間）において太陽が真東より北から昇り真西よ
り北に沈むため、早朝および夕方に北鉛直面にも直達日射が当たる。年間を通じて直達日
射を受けないとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-2
正解は③
屋外側は風による強制対流となるため、室内側の自然対流に比べて外壁屋外側の対流熱伝
達率の方が大幅に大きくなる。屋外側の方が小さいとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-3
正解は①
プルキンエ現象により、暗所視では比視感度が最大となる波長が明所視（約555nm）から
約507nmへと短波長側に移行する。波長が長い方にずれるとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-4
正解は⑤
直下の点Aの照度EAは1000/2^2＝250lxである。点Bまでの距離は√8m、入射角は45°とな
り、水平面照度EBは(1000/8)×cos45°＝125/√2lxである。したがってEA/EB＝
2√2≒2.83となる。

●問題Ⅲ-5
正解は③
建築物環境衛生管理基準等における二酸化炭素の管理基準は1,000ppm以下である。
1,500ppmは学校環境衛生基準における望ましい基準値であり、労働環境の許容濃度ではな
い。

●問題Ⅲ-6
正解は⑤
室内騒音の許容値は、静けさが求められる音楽教室が最も小さく、次いで美術館、レスト
ランの順に大きくなる。音楽教室の順で大きくなるとする記述は順序が逆であり誤りであ
る。

●問題Ⅲ-7
正解は①
三方弁による制御は、バイパス管へ分流させるため配管全体の循環水量がほぼ一定となる
定流量制御であり、ポンプ動力を節減することはできない。動力を節減できるのは二方弁
による変流量制御である。

●問題Ⅲ-8
正解は②
空気の質量流量は400×1.2÷3600＝0.1333kg/sである。顕熱負荷は0.1333×1.0×
(34−26)≒1.067kW（1,067W）、潜熱負荷は0.1333×2500×(0.024−0.012)＝4.0kW（4,000W
）となる。

●問題Ⅲ-9
正解は④
液体吸収剤を用いる吸収式（湿式）除湿装置は、吸収剤の散布・再生機構を要し装置が複
雑である上、塩類溶液による機器やダクトの腐食対策が必要となる。機構が簡単で腐食が
少ないとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-10
正解は③
圧力水槽方式は、給水ポンプによって水槽内に水を圧入し、密閉水槽内の空気を圧縮して
その圧力で給水する方式である。水道本管の圧力で空気を圧縮するわけではない。



●問題Ⅲ-11
正解は④
ノズル型吹出口から側壁上部へ水平に温風を吹き出すと、浮力によって温風が天井付近に
滞留し、居住域まで到達しにくいため温度成層や滞留域が生じやすい。

●問題Ⅲ-12
正解は⑤
洗落とし式は洋風便器の最も基本的な洗浄方式の一つであり、水流の落差で汚物を押し流
す。「主に和風便器に使用され、汚物を一時ためて流し出す」は和風の洗い出し式の説明
である。

●問題Ⅲ-13
正解は②
衝突粘着式エアフィルタは、粘着剤を塗布した金属板等に慣性力で粉じんを衝突させて捕
集する方式であり、主に粒径の大きい粗大粒子（粗じん）を対象とする。

●問題Ⅲ-14
正解は④
レジオネラ属菌の繁殖を抑制・死滅させるため、貯湯槽内の湯温は60℃以上に保持できる
加熱装置を設けることが求められる。50℃以上に保つとする記述は不適切である。

●問題Ⅲ-15
正解は①
超音波加湿器は常温の水を微小粒子として噴霧するため、空気中での気化に伴い周囲温度
を低下させる特性がある。暖房室温の低下を招くため暖房時の加湿に適する記述は不適切
である。

●問題Ⅲ-16
正解は②
新有効温度ET*は着衣量0.6clo、代謝量1.0met等の基準条件を前提としており、異なる着
衣量や代謝量、気流条件下にある環境同士をET*の値だけで直接比較することはできな
い。

●問題Ⅲ-17
正解は⑤
総合的有害生物管理（IPM）においては、薬剤抵抗性の発達や環境汚染を防ぐため、安易
な定期的一律散布は避け、生息密度調査に基づき必要な箇所へ限定的に対策を行うことが
基本である。

●問題Ⅲ-18
正解は②
二重境膜説によると、水への気体溶解速度は、その水温における飽和溶存酸素濃度とその
時点の溶存酸素濃度との差（酸素不足量）に比例する。反比例するとする記述は誤りであ
る。

●問題Ⅲ-19
正解は⑤
生物学的硝化脱窒法における主要な影響因子は、BOD/N比、硝化液循環比、水温、pH、溶
存酸素量（DO）等である。塩化物イオン濃度は通常の生活排水処理において影響因子とな
らない。

●問題Ⅲ-20
正解は④
砂ろ過において、ろ材である砂の粒径が大きいほど空隙が大きくなり通水抵抗が小さくな
るため、ろ過速度は速くなる。ろ過速度が遅くなるとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-21



正解は③
汚泥体積が20m3から10m3へ半減（2倍濃縮）した際、固形物量は不変である。初期含水率
99.2%（固形分0.8%）の場合、2倍濃縮後の固形分は1.6%となり、濃縮後含水率は98.4%と
なる。

●問題Ⅲ-22
正解は①
BOD-MLSS負荷は、活性汚泥浮遊物質（MLSS）単位重量・単位日数当たりのBOD負荷量を表
す指標であり、単位はkg/(kg・日)である。単位をm2/(m3・日)とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-23
正解は④
水質環境基準において四塩化炭素の測定方法として規定されているのは、GC/MS法や高感
度な電子捕獲検出器（ECD）を用いた方法である。感度の低い水素炎イオン化検出器（FID
）は規定されていない。

●問題Ⅲ-24
正解は②
不連続点塩素処理法は、水中のアンモニア性窒素と塩素を反応させて窒素ガスへと酸化分
解する脱窒素技術であり、リンを除去するための技術ではない。

●問題Ⅲ-25
正解は⑤
大腸菌群は、グラム陰性・無芽胞の桿菌であり、乳糖を分解して酸とガスを生成する「通
性嫌気性菌」の総称である。グラム陽性・偏性嫌気性菌とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-26
正解は②
糞便汚染指標菌は、人や温血動物の糞便に特異的かつ大量に由来することが基本条件であ
る。排泄物以外（土壌等の自然環境）に広く常在する菌は、糞便汚染の特異的指標として
不適切である。

●問題Ⅲ-27
正解は②
環境省の調査によると、2021年度における国民1人当たりのごみ処理事業経費は約17,000
円（A）であり、2013年度以降は処理施設の更新や高機能化等により概ね増加（B）傾向に
ある。

●問題Ⅲ-28
正解は⑤
大気汚染防止法における「ばい煙」には硫黄酸化物、ばいじん、塩化水素や窒素酸化物等
の有害物質が指定されている。ダイオキシン類は別法のダイオキシン類対策特別措置法で
規制されている。

●問題Ⅲ-29
正解は④
特別管理産業廃棄物管理責任者は、法に基づき特別管理産業廃棄物を生ずる「事業場ご
と」に設置することが義務付けられており、廃棄物の種類ごとに設置するわけではない。

●問題Ⅲ-30
正解は③
炭素60mol（O2 60mol消費）、水素120mol（O2 30mol消費）の完全燃焼に計90molのO2を要
する。ごみ中酸素10mol（O2 5mol分）を差し引くと、理論酸素量は85mol＝0.085kmol/kg
となる。

●問題Ⅲ-31
正解は③
環境影響評価法が規定する第1種事業の対象には道路、ダム、鉄道、発電所等が含まれる



が、ごみ焼却施設は法律上の第1種事業には指定されていない（自治体の環境影響評価条
例等で対象となる）。

●問題Ⅲ-32
正解は②
海洋プラスチックごみ対策アクションプランでは、海洋に一度流出すると回収が極めて困
難になるため、陸域でのポイ捨て・不法投棄防止や発生抑制・回収徹底を最優先の取組と
している。

●問題Ⅲ-33
正解は①
環境省の令和3年度調査において、新規に判明した産業廃棄物の不法投棄事案のうち、品
目別の件数で最も多いのは「がれき類」等の建設系廃棄物であり、廃プラスチック類では
ない。

●問題Ⅲ-34
正解は④
全国の産業廃棄物最終処分場の施設数は「安定型最終処分場」が最も多い。管理型最終処
分場が最も多いとする記述は実態と異なり誤りである。

●問題Ⅲ-35
正解は④
塩化物イオンは水中に完全に溶解した微小な無機陰イオンであり、懸濁物質等の微粒子を
分離する精密ろ過（MF）膜では除去できないため不適切である。


